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『「できる社長」のお金の
使い方』

（イースト・プレス刊／本体952円＋税）

東日本電信電話㈱取締役神奈川支店長 小畑　哲哉

金児　昭著

「できる社長」とは，小田切新太郎さん（信

越化学工業中興の祖）と金川千尋さん（信越化学

工業会長）である。本書は，まず金児昭氏か

らできる社長２人への恋文である。「私はこ

の社長にほめられながら，うれしくなって馬

車馬のように働きました。」「人という「見え

ない資産」をいかに大事にするか，思い出す

たびに目頭が熱くなる思い出があります。」

会社は人間の集合体。「この人のために」「こ

の人の言う事なら」という信頼関係が何より

も大切である。信越化学工業が13期連続最高

益を更新した背景には，経営トップの社員に

対する思いやりと厳しい指導のもと，「１円

の利益」を大切にするという考え方が共有さ

れていることがあろう。金児氏を代表とする

社員の方々のできる社長への敬い愛する気持

ちが熱く伝わってくる。

次に本書は，金児氏の哲学の書である。「多

くの日本の優良な会社，店，個人企業の経理・

財務パーソンが現場でつくりあげた経理・財

務の実務を，日本の経済産業省が旗振り役と

なって標準化し，「経理・財務スキル・スタ

ンダード（FASS）」をつくりました。世界に

類を見ないものです。」「「残・増・減・残」で

決算書と経営を関連づけ，バランス・シート

と損益計算書が読め，つくれるのが，私が生

み出した「科目の４マス」です。」「人間を幸

せにする「経営会計」は，…経営を正しい方

向に導きます。だから，会計は人間を幸せに

する性善説から入るべきです。」38年間，信

越化学工業で，経理・財務に携わった「日本

一の金庫番」である金児氏は，経理・財務に

対する独自の哲学をお持ちであるが，本書で

はその考え方をわかりやすく鳥瞰的に説明し

ている。

第三に，本書はすべてのビジネスパーソン

が身につけるべき実践の書である。「利益を

１円でも出さなければ，会社は雇用を守れま

せん。利益が１円出ているということは，売

上で人件費を含むすべての費用をまかない，

税金を納めている証です。」「最大の社会的責

任とは，きっちり利益を上げて，その結果，

税金を納めること。」日々，ビジネスパーソ

ンは汗を流して仕事に携わっている。しかし，

自らの仕事がキチンと会社の利益につながっ

ていると自信を持っているだろうか。本書に

ある多くの示唆を丁寧に咀嚼しながら仕事に

携わることで，無駄な仕事をやめ，利益につ

ながるお金の使い方ができる。いつも身近に

置き，読み返したい一冊である。 


